
門
川
潤
初
本
部
出
消
防
本
部
で
は
、

シ
ー
ズ
ン
を
自
の
ま
え
に
し
て
、
十
}

月
二
十
六
日
か
ら
一
週
間
、
秋
の
火
災

字
紡
運
動
を
計
画
し
ま
し
た
。
と
く
に

こ
と
し
は
、
昨
年
に
ヲ
つ
い
て
火
災
多

発
の
傾
向
が
お
と
ろ
え
ず
、
火
災
件
数

と
損
害
は
最
績
を
記
録
す
る
兎
と
お
し

が
強
ま
っ
た
た
申
、
よ
り
強
力
な
防
火

の
心
が
ま
え
を
砕
発
ナ
る
方
針
を
と
っ

て
い
ま
す
。
消
防
本
部
で
は
、
こ
の
混
一
ま
す
。

潤
の
前
後
に
、
次
の
日
程
で
火
災
予
防
一
円

v

一
般
家
庭
立
ち
入
り
検
査
・
十
一

立
ち
入
り
検
査
を
行
な
い
、
徹
底
的
一
十
五
店

t
十
二
月
十
蕊g
ま
で
。

に
、
紡
火
上
危
険
な
か
所
の
発
見
に
つ
一

V
会
社
、
工
場
、
公
共
施
設
、
病
院
、

と
め
、
改
替
を
求
め
る
こ
と
に
し
て
い
一
供
磁
館
、
旅
館
、

時
臼
か
ら

(衛生課〕小児マヒに対する基礎
免疫をつ〈る予防注射を、次の嬰

鎮で行ないます。 J末年の流行をみ 1
てからあわてないように、該当ナ

るお子ざんは全員おつれください

φ対象児・①昭和33年4 月 1 回~
35年 9 月30臼までに生れた子と、

すでに 2留まで予妨接種をうけた

人C1 ~2図接種入(2:昭和36年 1
月 16臼~間年 3 月31Bまでに主主れ
た乳児( 1 回~2間接穣〉、③よ

l 記の対象泊のなかで昨年10月 1B

|まぜに市以外で 1 回-3 飽の援費
;を受けた子(追加免疫 1 間接種〕
i 該当児には通知墨書をさし上げます

事i部回日程…-

， 11月 18B城島公民館・量豊田公民館{

, 20B潟締、学校・金田健民館
グ 21 日吉沢'J、学校・焔公民館

n 22白金田小学校圃土屋小学校!

Q 24臼大聖子小学校 .æ村公民館 l が

グお日汚水会館・松原公民館 l 号 、官
グ 27臼平塚保健所・中原公民館 主主昨緩

P お白川⑤ ー一・須賀公民館 ぞ告義
Q 29臼…0 ・ -・見附台武道場いり駒

まニ正E
Q 30 自 白川島...須賀公民館す千六

12月 1 日……・ ω ・毘陽台試道著書 よ三万
地百七

争時間 e 箆臼午後 1 時30分-3時夜九三E

瞳覇軍E曜綴幸福轟綴車線鶴輯砲脇醐

λ 口鶴軍 111.817 

世帯総数 24.7，田

市揖 iiì 著者 67.97Km2 

人口密度 1.645 

前月比・世務機 93 

71 筋金隠滅神大 本
田崎島田野に庁
ι ・・〈管

ーら内
二一 一二二 0-'" ・
五二九一四五 回

〔衛生穣)定期種痘(ほうそうの l 二三ゴヨ芸岳災会二二主
…)一一

予妨援護}を巡回実施しまナ。 宍ススススス三í29
φ該当鬼.(1)昭和'1.，年 8月 1B- 一 一六九一

-三一一三七人人
36年 2 月2B8 までに生れた乳均。 コ← -='-ÌÍ

@泊和お年 3 月 1 日 '..._Bê同月31 悪事事君事(.1;(.1;
gまでに生れた乳J呂、@来年入学 i 一 一 一ーー
する子昭和30年 4 月 28-31年

4 月 1 留までに生れた子(各 1 慰〉

φ料金は、いずれも王国10円。

争巡回臼緩

12J'l 48城島公民館・豊田公民館

H58荷崎小学校届金田健民主富

グ 6 日吉沢小学校. Jl�. 公民館

グ 7 白金回小学校・土屋小学校

H 8 巨大野小学校・神田保育所

グ告白吃水 会館 e 松原公民館

Q 118." ……ー ・中鼠公民館

h 128-13臼…・見附台武道場

014日・・H ・ H ・-・・ 4 ・須賀公氏館

b 158.......... …・平塚保健所

争時閣は、毎日午後 1 時3D分-3

持まで、街人遜知書を出しまず。

料

害
権
者
で
も
u
z
w

名
簿
に
の
」
り
て
い

な
い
E

遊
撃
の
E

‘

事
投
獲
で
き
な
い
。

ま
ち
が
い
、
受
録

も
れ
は
公
臨
開
制
糊
開
問

中
に
由
T
L
出
品
ニ

E

が
で
き
畠
。

惨基本選挙人名簿は、 11 丹 19 日正で、毎日午前 8 時

3ü分~午後 5 時まで一般に公開してu る。

1>4'隠場所 iま、議事堂内選挙管理委員全事務局と各

支所 出張所内窓口である。

修同時に、海区漁業調整委員会委員選挙人名簿も公

隠している。関係は一度たしかめていただきたい。

争この名簿は、 12丹2()日確定し、後 1 カ年f奇使つ。

-12月 5

十
二
月
四
日
か
ら
一
週
両
閥
、
人
権
擁
護

週
間
が
符
な
わ
れ
ま
す
。
平
塚
市
人
犠

擁
護
委
員
協
会
で
は
こ
れ
を
記
癒
し
て

特
設
無
務
法
樟
穏
離
を
ひ
ら
き
ま
す
。

市
内
の
弁
護
室
回
が
、
訟
樟
の
問
題
や

人
権
路
盤
の
ど
抑
制
談
に
応
じ
ま
す
。
お

腐
り
の
問
問
題
を
お
も
ち
の
方
の
ど
利
用

J

者
お
す
す
臨
し
ま
す
e
q

v
B時
間
し
十
ニ
月
五
回
九
時
、
宅
問
開
縛

芸
苧
襲
撃
議
第
二
議
案



の

の

ト

れ
ば
、
い
わ
ん
や
、
国
内
で
政
党
政

派
の
立
場
に
拘
束
さ
れ
て
、
線
ソ
反

米
持
間
禁
法
ソ
か
、
そ
ん
怠
対
外

政
策
に
こ
だ
わ
っ
て
、
烏
の
線
維
品
百

十
万
二
十
四g
に
は
戦
没
者
議
肢
の
が
嗣
を
お
お
い
、
過
去
の
康
水
協
論
争
し
て
い
る
場
合
で
も
な
い
で
し

の
た
め
に
英
擦
に
た
い
し
慰
問
市
祭
を
の
平
和
運
動
は
、
何
の
た
め
に
、
議
ょ
う

6

い
ま
、
こ
の
現
援
は
i

体
育
館
で
催
し
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
の
た
め
に
、
繰
り
返
さ
れ
て
幸
た
の
包
本
は
死

ω
灰
の
谷
間
だ
と
替
わ

そ
の
朝
の
朝
刊
を
み
ま
ナ
え
各
紙
か
え
議
僚
に
削
持
議
情
を
お
ざ
え
れ
て
い
事
ず
。
放
射
能
対
策
ゐ
真
剣

一
せ
い
に
き
わ
め
て
誌
動
的
竜
一
一
ユ
る
の
に
苦
し
み
ま
し
た
。
に
考
え
相
応
な
り
ま
せ
ん
。
共
産
党

i

ス
を
大
吉
く
慣
掲
げ
て
い
ま
し
た
。
|
|
」
や
ぱ
ソ
友
好
協
会
が
、
な
ぜ
、
か
ね
て

ソ
速
が
、
五
十
メ
ガ
ト
ン
の
核
爆
実
一
親
し
い
ソ
連
治
局
や
関
係
機
衡
に
わ

験
を
敢
行
し
た
と
い
う
報
導
で
す
。

P
1

詑
れ
ら
日
本
の
、
人
民
の
苦
哀
を
訴
え

慰
問
日
祭
の
式
壌
で
、
英
知
惜
の
時
間
位
を
問
日
ょ
う
と
は
せ
ず
、
迎
合
こ
れ
つ
と
め

前
に
、
ュ
臨
慌
て
ば
か
り
い
る
の
か
。
臼
憲
政
府
の

ア
メ
リ
カ
鞘
醸
主
誌
の
手
先
き
の
口

上
書
よ
り
、
ま
た
、

か

ま
土
沢
に
導
入
さ
れ
て
い
る
県
の
笛

木
は
や
く
り
た
ま
ば
ち
に
強
い
こ

と
、
②
品
附
枯
翁
に
強
い
こ
と
、
③
果

実
が
大
宮
く
口
阻
害
可
か
銀
皆
せ
以
よ
で

あ
っ
て
厚
生
も
の
で
あ
る
こ
と
ハ
務

第
十
月
初
月
以
前
)
、
④
山
林
あ
と

に
纏
え
て
も
樹
牲
の
保
て
る
も
の
で

あ
る
こ
と
怠
ど
の
条
件
に
よ
っ
て
厳

選
さ
れ
て
い
る
。

県
農
試
で
も
、
県
下
の
誕
の
産
地
と

し
て
、
高
陵
部
座
間
町
、
津
久
弁
郡

藤
野
町
、
平
塚
市
土
沢
地
区

m出
一
一
地

区
を
7
1
グ
。
優
良
詰
の
鶴
一
分
と
犠

護
世
帯
を
察
知
的
に
行
な
っ
て
い
る

す
市
ば
土
沢
一
一
地
区
に
、
一
一
つ
の
商
閣
の

揺
噂
ほ
湯
を
委
託
経
営
し
て
い
る
。

そ
の
一
つ
を
あ
す
か
る
土
墜
よ
惣
時
間

の
石
田
問
題
造
さ
ん
は
、
宙
開
の
栽
轡
に

つ
い
℃
次
の
よ
う
に
諮
レ
て
い
る
。

「
野
奨
は
手
が
く
う
し
、
あ
た
り
は

ず
れ
が
あ
る
。
そ
の
京
巣
は
、
労
力

は
い
ら
泣
い
し
、
九
月
収
輔
閣
で
き
る

曹
酪
農
で
知
ら
れ
る
減
取
山
ろ
く
の
に
、
式
沢
地
区
乙
は
百
一
万
一
千
四
の
で
有
利
だ
。
ち
か
く
一
町
歩
栽
培

l
e

車
を
扇
町
品
川

Nで
い
る
。
試
験
鏡
で
は
反

土
沢
地
区
は
、
い
ま
、
あ
た
ら
し
い
吉
本
ハ
四
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
分
〉
の
収
百
二
中
上
世
間
と
い
う
が
首
貿
と
れ
れ

粟
む
産
地
と
し
て
も
開
発
さ
れ
よ
う
商
店
苗
が
埼
植
さ
れ
た
。
ば
い
い
。
繋
平
均
五
宙
開
門
と
し
て
反

と
し
て
い
る
。
こ
の
地
区
の
山
林
は
こ
の
苗
木
の
騒
天
費
は
一
本
あ
た
り
あ
た
り
五
万
、
ザ
町
で
五
十
一
万
壱
あ

約
四
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
箆
護
課
と
地
平
均
九
十
円
と
み
て
総
額
約
百
万
げ
、
粟
で
一
年
分
の
収
入
を
辱
た
い
。

一
月
の
計
砲
で
は
二
ニ
十
二
卑
か
ら
銭
円
。
市
は
こ
れ
に
対
し
て
一
一
部
り
抽
出
←
鼎
国
間
試
は
こ
と
し
二
口
議
ざ
お
の
薬

研
と
県
農
試
の
揺
導
と
援
助
号
明
暗
て
の
補
助
金
ぞ
支
出
し
て
き
た
。
畑
を
楓

F
h
v
滋
樹
留
に
揚
悼
院
し
た

a



所業作同命
共

⑤
 

o
-
a
e
数
あ
る
市
営
線
設
の
な
か
で
、

'
共
間
作
業
所
は
、
内
職
す
る
と
婦
人

た
ち
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。
戦
災
で

も
焼
け
残
っ
た
一
O
七
・
一
一
証
方
H
M

の
建
物
ば
、
や
や
百
び
て
は
い
る
が

戦
時
中
、
授
産
所
と
い
っ
た
当
時
か

ら
の
も
の
で
、
す
で
に
戦
中
戦
後
を

通
じ
て
約
二
十
年
間
、
内
識
を
ナ
る

人
た
ち
と
結
び
つ
い
て
曹
た
。
施
設

そ
の
も
の
は
、
収
容
定
員
三
十
名
の

ノ
畳
敷
吾
作
業
所
を
中
心
に
事
務
室
、
、

倉
態
、
ミ
シ
ン
、
作
業
用
の
電
気
器

具
、
小
道
具
類
を
備
え
た
ル
ナ
晋
添

い
も
の
だ
が
、
世
帯
任
の
市
職
員
二
名

を
中
心
に
、
つ
ね
に
百
滋
十
名
の
人

た
ち
が
こ
こ
で
仕
事
を
得
、
、
年
々
二

百
万
か
らLニ
一
田
万
丙
に
の
ぼ
る
作
業

収
入
を
あ
げ
て
い
る
。

に
殴
点
出
土
て
こ
わ
れ
や
す
い
。
注
意
深
品

っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
土
器
の

門
教
育
絞
究
所
一
回
、
市
教
資
委
員
会
と

付
着
物
ゃ
っ
ほ
の
中
の
土
な
ど
は

交
信
財
保
護
萎
員
会
で
は
、
区
霞
整

理
や
住
宅
、
工
場
伊
新
設
、
東
海
道
薪
や
た
ら
取
市

ν

除
い
た
り
、
抗
っ
て

幹
線
工
事
な
ど
に
よ
っ
て
、
最
近
、
し
ま
っ
た
り
し
な
い
よ
う
と
注
意

埋
蔵
支
給
財
の
出
土
が
多
く
み
ら
れ
、
く
だ
ざ
い
&

る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
ら
の
保
護
と
こ
と
し
に
は
い
っ
て
か
ら
、
市
内
で

取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
広
く
協
力
を
出
土
し
た
玄
祐
財
の
う
ち
、
極
河
学

求
め
て
い
ま
ナe
市
内
か
ら
出
土
ナ
授
な
ど
の
協
力
に
よ
り
保
護
で
嘗
た

る
お
伐
の
遺
物
品
、
遺
跡
は
、
貴
重
な
も
の
は
次
の
問
点
に
及
び
ま
し
た
。

交
佑
慰
と
し
て
保
管
し
教
育
上
の
資
マ
総
支
誌
土
器
片
と
石
両
日
片
付
日
万
回

戦
と
し
て
活
用
す
べ
き
も
の
で
ナ
。
新
幹
相
官
工
事
土
取
習
場
か
ら
山
山
ム
ム

女
一
佑
財
が
出
土
レ
た
と
曹
は
改
の
点
マ
粥
生
式
土
問
冊
一
一
と
世
間
杯
片
一
日
日
制

で
ぜ
ひ
と
協
力
く
だ
さ
い
。
島
有
線
的
血
迷
施
設
工
事
壌
か
ら
出

①
山
山
三
品
を
発
見
し
た
ら
、
で
寄
る
土

だ
け
早
く
教
育
核
究
所
ハ
江
額
中
村

v

繍
生
設
土
器
一
日
以
島
簡
易
水
道

内
e
竜
一
一
一
一
五
O
)
へ
と
連
絡
く
工
事
現
場
ゆ
ら
出
土

だ
さ
い
。
マ
講
生
式
:
ヱ
器
二
と
高
杯
片
、
土
日
刷

用
刷
出
土
詰
の
う
ち
、
と
く
に
土
慰
猿
器
片
各
千
日
大
神
新
幹
線
工
事
灘

、
は
い
ず
れ
も
長
い
年
見
を
へ
て
い
場
か
ら
出
土

格
談

中
学
一
年
の
男
子
で
ひ

と
り
っ
子
曹
知
能
は
中

の
よ
だ
が
小
学
校
の
こ

ろ
よ
り
単
カ
が
成
下
し

て
い
る
暫
集
中
ナ
る
気

力
に
と
ほ
し
く
も
の
と

ど
を
忘
れ
が
ち
だ
が
、

ク
ラ
ス
の
指
導
力
と
仕
事
に
対
ナ

る
積
極
性
は
認
め
ら
れ
る
軍
家
践

に
お
け
る
勉
強
の
指
導
者
は
究
だ

っ
た
が
、
現
在
は
家
隠
教
師
を
呼

ん
で
い
る
ハ
図
、
枚
、
英
、
数
の

問
教
科
〉
参
考
書
は
一
応
持
っ
て

い
る
す
家
の
付
涯
に
は
向
級
生
は

レ
な
じ

か
ら
)
w
v
h
L
の
一

と
も
す
る
と
子
ど
も
の
性
債
を
ゆ

が
め
る
こ
と
が
あ
る

制
持
政
曹
一
よ
く
話
し
合
う
事
。

れ
路
線
櫛
唱
す
い
参
脅
謹
簡
を
親
が
与

騒
綴
額
以
え
る
こ
と
は
い
け
な

尉
鱗
一
~
ぃ
。
自
分
で
選
ば
ざ

務
緩
幾
百
せ
る
よ
う
に
ナ
る
。

軍
教
師
と
よ
く
話
し

合
う
こ
と
が
必
要
智
友
人
を
作
る

こ
と
ハ
隠
程
度
の
人
で
一
一
一
人
)
組

く
ら
い
で
本
の
貸
じ
借
り
を
す
る

こ
と
古
一
方
法
)
曹
ク
ラ
ス
の
リ

ー
ダ
ー
格
な
ら
自
覚
を
し
て
い
る

よ
う
だ
か
ら
殺
の
注
意
は
ざ
け
る

こ
と
。四

円
当
横
浜
国
大
清
水
先
生

1>ラジオーニッrGミ/;放 .11
送毎遜自朝8.20-35

口みんなの広場(森繁

久弥圃ヴランキー境 i 
小林桂樹・杉村春子 i 
中村メイ子東野英治 I!I
郎)ドラマ、録音構成

静子レピ NTV 毎

i星日朝ι45-9.00二対
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話会せどださいi選管)



内
務
生
態M
伝
憶
病
を
ま
吉
ち
ら
し
、
家
具
や
衣
類
を
か
じ
り
、
毎
年
の
四
た
い
秋
か
ら
各
に
か
け
て
、
と
な
り
近

外
米
輸
入
最
に
ち
か
い
食
糧
誌
を
長
敬
ナ
る
人
簡
の
教

3
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ね
ず
み
e
一
所
で
一
斉
に
、
一
一
上
一
一
同
時
程
出
品
行
な
う

に
つ
れ
て
皇
室
で
す

e

ど
一
読
く
だ
さ
い
。
刊
の
が
効
果
的
手
。
ね
芸
退
治
の
薬

“
ね
ず
み
の
種
類
は
一
千
一
の
排
便
の
あ
と
阜
品
調
べ
た
ら
、
市
街
地
一
も
人
帯
に
無
寝
苦
の
が
泊
ま
し
た
。

津
津
六
語
、
会
ほ
乳
擦
の
言
、
大
華
道
路
毒
習
を
ゆ
一
衛
生
課
防
結
清
掃
係
に
ど
霊
く
だ
さ
~

二
分
の
一
華
全
世
界
人
口
の
二
信
玄
い
と
い
う
恥
が
で
ま
し
た
。
地
言
明
ヨ
油
汚
一

一
に
あ
た
る
五
十
億
匹
は
い
る
そ
う
で
す
一
域
ど
と
に
協
力
し
て
返
治
す
れ
ば
全
誠
一
関
野
鶏
顕
彰
碑
一

か
す
ず
み
は
善
言
で
事
務
を
む
が
一
も
議
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
ロ
…
一

一
九
、
葉
一
一
一
週
間
で
一
恵
子
十
一
一
一

i
l
i
-
-
j
m

ね
ず
み
は
ま
ん
き
ょ
う
除
幕
一
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

つ
一
室
去
、
そ
の
後
ま
た
警
で
襲
一
.
試
食
事
い
る
…
襲
者
と
さ
れ
て
一
山
岳
離
脱
も
ひ
ら
く
一
思
議
混
の
襲
警
ア
ル
バ
イ
ト

す
る
と
い
ま
号
、
一
つ
話
一
い
ま
す
品
季
語
告
を
一
暴
言

F

一
号
室
し
て
い
ま
ア
。

…
ね
ず
み
が
一
等
一
霊
童
に
も
な
一
や
っ
て
そ
仲
間
の
中
の
豪
の
あ
る
一
蕗
欝
警
欝
ダ
間
一
円
開
請
に
刊
誌
子
に
雪

一D
手
。
と
い
っ
て
も
、
実
際
に
は
死
一
正
義
食
、
そ
の
震
を
た
し
か
と
い
鱗
鱗
鱗
鱗
欝
欝
娘
一
芸
募

e総
務
諜
人
書
、
あ
て
霊

缶
詰
主
将
一
号
詰
い
民
間
十
議
離
響
的
一

i
i…1
i

ず
の
時
代
」
と
か
言
ず
み
算
」
宏
一
一
議
襲
撃
警
電
故
一

i
j
i
-
-
e
一
芸
員
約
五

一
ど
ひ
選
手
。
一
援
護
警
務
警
一

一
の
こ
と
は
匂
完
で
草
し
た
。
一
美
ね
ず
み
需
の
時
君
、
だ
い
一
露
護
学
一
月
十
一
一
一
日
平
塚
観
元
警
露
。
量
販
塑
一
一
カ
年
。

一
"
l
i
f
-
-
i・
ね
ず
み
は
と
て
も

一
…
一
日
山
比
一
沿
い
け
い
食
い
し
ん
ぼ
う
で

一
す
。
金
嗣
唱
し

L対
ナ
石
掻
抗
力
が
同
時
正
、

一
み
つ
5

一
一
一
白
鶴
ぐ
ら
い
給
食
す
る
と
死

一
ん
々
し
ま
川
町
出
品
ナ
。

一
で
す
か
ら
、
家
の
内
外
で
、
ね
ず
み
の

一
食
糧
に
な
る
よ
う
な
も
の
を
か
た
っ

一
け
、
金
額
源
を
た
っ
て
か
ら

F

議
ザ
〈
D

一
の
正
サ
を
お
く
之
効
集
約
で
ナ
。

一
z
f
i
i
J

ね
ず
が
は
、
そ
れ
ぞ
れ

一
一
な
わ
ば

一
i
z
-
-
リ
…
な
わ
ば
り
を
も
っ
て
い

L

Jて
、
移
動
性
の
少
泣
い
動
物
で
す
。
ね

ず
み
む
曲
潤
色
し
た
エ
サ
怨
あ
た
え
、
そ
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冬にかけて一斉退治を

協
会
の
手
で
、
湖
南
平
山
頂
に
臼
本
山

間
会
の
大
先
綾
田
削
蹴
出
金
次
郎
識
の
顕
彰

碑
が
た
て
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
十
三
日

か
ら
一
週
間
額
醤
館
主
催
・
平
塚
市
山

店
会
後
誕
の
山
民
援
が
信
用
金
庫
一
ニ
階

会
議
室
に
幕
を
る
け
悼
仇
し
た
。
と
の
展

覧
会
に
は
、
岡
野
翁
の
選
百
四
串
山
鳥

ω
一
療
で
緩
光
地
奨
犯
逮
動
i

写
真
を
陳
列
し
ま
し
た
。
一
門
商
工
諜
同
県
で
は
、
①
観
別
措
道
婦
の

曹
関
野
金
次
郎
翁
・
明
治
七
年
横
浜
市
一
章
、
②
震
の
改
替
、
③
美
智
促
一

一
進
な
ど
の
呂
療
を
か
か
げ
、
十
一
月
十
一

保
土
ケ
谷
に
生
れ
る
。
青
年
の
と
ろ
一
喜
固
ま
で
、
子
会
照
的
に
、
観
洋
地
美
化
一

よ
り
登
山
を
こ
こ
ろ
ざ
し
、
同
一
一
一
十
一
運
動
を
す
す
め
て
い
ま
す
、
一

五
年
索
穆
缶
に
初
登
頂
、
そ
の
後
槍
一
県
内

φ
恵
ま
れ
た
自
然
え
厩
抽
出
町
と
一

一
伝
統
に
は
ぐ
と
ま
れ
た
女
佑
的
資
源
一

ケ
霧
器
轟
山
第
一
高
峰
の
翠
議
一
と
を
、
雲
」
通
ぎ
た
開
発
事
業
品
、
積
一

な
ど
に
成
功
、
何
回
十
五
年
帝
国
教
一
議
玄
義
か
ら
ま
も
る
ぽ
か
、
観
先
地
一

商
法
議
に
ア
ル
プ
ス
講
演
会
を
ひ
ら
一
を
は
ひ
め
、
道
路
、
会
騒
、
住
宅
街
…

1
。
好
ん
で
全
留
の
山
に
聞
す
富
士
一
務
店
街
、
工
場
街
な
ど
県
内
の
す
べ
…

一
て
の
場
所
を
、
県
民
遜
動
に
よ
っ
て
…

登
山
は
百
二
十
回
に
及
ぶ
。
昭
和
十
一
美
し
く
し
て
い
と
う
と
す
る
も
の
…

六
年
市
内
馬
入
の
磯
部
氏
宅
に
疎
一
で
す
。
…

棟
、
間
二
十
八
年
新
宿
小
永
雪
国
宅
一
三
の
運
動
は
今
後
、
続
山
地
シ
ー
ズ
ン
の
一

一
訪
れ
と
と
も
に
ァ
継
続
的
〕
」
行
な
わ
れ
一

に
移
る
。
一
一
一
十
一
存
七
月
、
夫
人
を
一
一

一
る
予
定
。
一

f
'
}
i
L
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-
一
十
一
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l
-
-
-

h

老
人
ホi
ム
八
簿
付
金il

光
熱
費
指
数
の

増
世
間
め
だ
っ

おりはそこに案内したものであ

i る。 グお初可愛いや清水の寺で
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価
揺
数
〕
一
七
・

ま
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で
し
た
。
一
一
一
・

ハ0
・
九
場
)
に
訂
正

ま
す
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マ

け
認
し

守
非
メ
i

ト
司
ヤ
ー
ド

ポ
ン
ド
)
の
め
も
り
の
あ
る
は
か
り

法
、
来
年
三
十
七
年
か
ら
使
え
ま
せ
ん

メ
ー
ト
ル
法
統
一
が
本
格
的
に
発
足

r

す
ふ
た
め
で
す
0

7
尺
貰
な
ど
の
め
も

q

の
あ
る
は
す
守

で
も
、
違
法
と
を
る
部
分

F
消
し
て

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
韮
す
。

円v
t什
メ
i

ト
ル
系
の
は
か
ワ
的
活
用
は

今
回
の
定
期
検
査
の
際
、
二
誌
の
料

金
(
五
十
月
i

五
百
円
程
度
)
で
県

の
係
員
が
お
引
き
受
け
し
ま
す
。
も

ぐ
り
業
者
な
ど
の
加
工
修
理
で
、
は

か
れ
ソ
を
く
る
わ
さ
れ
た
り
し
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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